
石油化学工業協会 

 ２０２４年３月実績概要（メモ）  

（２０２４．４．１８） 
 
定修時期に入ったこともあり、エチレンをはじめ、各誘導品、芳香族製品の減産が顕著となる。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４０６，１００トン  
 前 月  比    ▲ ９．４％（▲４２,０００トン） 
 前年同月比    ▲１２．０％（▲５５,２００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月８０．７％ → 当月７８．７％ ← 前年同月７９．２％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 ２社２プラント  ← 前年同月 １社１プラント 
令和５年度(会計年度) エチレン生産量 ５,２７０．８千㌧、前年度比▲３．６% 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比は、日数の増加があったが、定修規模差等から HDPE、SM、塩ビ樹脂、EO、EG、SBR、ベ
ンゼン、キシレンなどの１３品目がマイナス。LDPE、MMA モノマー、AN、BR の４品目のみはプ
ラスとなった。 
前年比は、定修規模差や稼働率要因から、PP、PS、EG、BR などの８品目がプラス。HDPE、SM、
EO、AN、SBR、トルエン、キシレンなどの９品目はマイナスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、日数の増加と定修規模の差から LDPE のみはプラスとなったが、HDPE、PP、PS はマ
イナスとなった。 
前年比は、定修規模差や稼働率要因等から、LDPE、PP、PS はプラス。HDPE は主に定修規模差か
らマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
消費マインドとしては、改善傾向が続いているものの、国内の生産活動は、年初より自動車工業等の
生産の伸びが低下していた。３月の予測では上昇予測がだされているほか、生産のマインドとしても
強気トレンドの傾向が続いている。 
汎用樹脂の出荷は、前月比は、ユーザー側の稼働日の増加や原料をはじめ各種コストの上昇に伴う先
高感もあり、LDPE、HDPE、PP、PS ともにプラスとなった。前年比は、LDPE、HDPE、PP、PS
のいずれも前年を下回る状況となった。 
分野別の出荷動向に関しては、フィルム等の包材分野は、LDPE、HDPE、PP、PS で前年を下回る
状況が続いている。包材以外の分野では、HDPE の射出成形分野がほぼ前年並みとなったが、LDPE、
PP では、ほとんどの分野で出荷が減少しており、特に PP の射出成形分野の出荷は年初来３ヵ月連
続してマイナスとなった。PS は前月の電機・工業分野の出荷増加の反動減がみられたのをはじめ、
包材以外のいずれの分野でもマイナスとなった。 

ハ）輸    出 
極東市況はナフサ市況の上昇や域内の原料エチレンの定修が続くこともあり、樹脂の市況は上昇傾
向が見られているが、国内向けの出荷との兼ね合いもあり、増減はまちまちの状況となった。 
前月比は、HDPE、PP はプラス、LDPE、PS はマイナス。前年比は、PP のみがプラスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して、LDPE、HDPE は減少、PP、PS は増加した。在庫率(季節調整済）は、
LDPE、HDPE、PP、PS で上昇し、在庫水準も LDPE、HDPE、PP、PS とも高めとなっている。 

 
 
 
 
 
 

 
以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋  ６．９ ％    －  
 定修要因等 ▲ １３．６ ％ ▲１１．３ ％  
 能力増減 －       －  
 稼働率変動  ▲  ２．７ ％ ▲ ０．７  ％  
 生産増減率 ▲ ９．４ ％ ▲１２．０  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
２月末 ３月末 

LDPE ▲９，４００ ３．６ ４．０ 
HDPE ▲８，４００ ３．６ ３．７ 
P   P ＋１，６００ ３．４ ３．８ 
P   S  ＋３, ９００ １．７ ２．２ 


